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受 信 用 官 峯 管 の 雑 試 験 法
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Noise Testing Methods for RecelVlng Vacuum Tubes

By Morio Miyagawa and Yulくio Tominaga

Mobara WorlくS,Hitachi,Ltd.

Abstract

Withtheprogressof radioequipment,the problemof noiseinvacuum tubesis

becomlnglnCreaSingly greater･

Thewriters,Classifyingvacuumtubenoiseinseveralkinds,introducetheJapan's

standardizedmethodsfor testir]g SuCh noises･The methodsinclude those used for

radio frequency noise test,audio frequency noise test,audio frequency andmicro-

phonictest andsomeothers･

Thenthewriters,rnentioningthepresentsituationofnoisetestingof theirfactory,

refer to the Hitachi,s electron tubes whosefreedom
fromnoisegenera亡ion hasbeen

improvedthroughresearchworksbasedontheresultsofmeticuloustesting･
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く影響することは周知の事実である｡例えば通信用高感

度受信 度､高利得増幅器の忠実度等を最終的に決

荒する因子は真峯管の雑音であり､家庭用ラジオ､

の青票を妨害するハムその他不快な雑音も真峯管雑音に

ょることが多い｡盲如こ真峯管に関する種々の性能兢柊中

でも雑音規格は最も重要なものゝ一つである｡したがつ

て筆者等真峯管製作に従事する者は､出 るだけ雑音の

少い真峯管を製作すべく常に努力している次第である｡

この為にほ､まず雑音試験法として十分正確で合理的な

方法が行われなければならない･〕

本稿では､我国に於て一一般に用いられている種々の雑

音試験法及び日立製作所に於ける実施例を述べ､真峯管

を使用される方々の御参考にしたいと考える｡

〔ⅠⅠ〕雑 の 種 類

本稿を進めて行く便宜上真峯管の雄二糾こ就いて簡単に

説明する｡真峯管の雑音を大別すると次の二つに分れる｡

(A〕真峯管の基本的構造上必然的に或る程度は存在

するショッ†雑音､フリッカー経書､

音等｡

流分西己雑

日立製作所茂原工場

(B)設計製作技術が不十分な為めに生ずるもので絶

縁不良､力婚無用A.C.電流の磁場､電極構造の強

度不適当または固定の不完全､接触不良等に基ず

く雑音｡

〔A〕は通 受信機の感度や高利得増幅器の最大利得を

制限する主要因子である｡しかし現在家庭用ラジオ等を

含めた広義の真峯管使用 封こ就いて一般に問題にされ

ている雑音は(B)に関するものが大部分である｡

〔ⅠⅠⅠ〕雑音に関する試験法

前述した雑舌に対して､現在我国に於て一般自勺に採用

されている試験の方法としてほ､米国の規格をもとに無

線通信機械工業会で審議立案し､近く無線通信機械工業

会際準(CES)として次のものが決定されようとしてい

る｡

無線周波維苗試験

(ショット雑苗を含まない〕

可聴周波雑音試験

低周波雑音及びマイクロホニック試験

これ等の試験は､いずれも〔ⅠⅠ]で述べたBの雑音が

対象である｡Aの雑音に関するものには､日本

公社に放て搬 話中継用真冬管に適周されている雑音

試験がある｡

以下それぞれの試験法の大要を述べる｡
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(1)CES雑音試験法(案)

(i)無線周波雑音試験(ショット維昔を含まない)

本試験にほ第1図に元す回路を用いる｡即ち供試管の

制御グリソト接地間には抵抗を入れ､かつ指定された場

合は無変調搬送波 圧(Esig)を加える｡陽極側ほ検波

増幅器の入力例に接続し､出力側にほ6.5〝以上のスピ

ーカーを接続する｡この状態で第2図に示す叩き棒を用

いて供試管を管壁より10cmの距離から互いに直角をな

す2方向からそれぞれ4回叩き､異常雑音がスピーカー

から聞えるものは不良とする｡この場合管頭部を軽く押

えてもよい｡

この試験に於ける各電極の供給 圧は普通に使用され

る状態に近い値が別に定められている｡なお本試験に使

用する検波増幅器については次のような条件が娩定され

ている｡

1･周波数は501くCから1,600kcの範囲内の任意の

1周波数

無線周波帯域幅ほ20db低下で±2.51ミC以上

可聴周波のレスポンスほ100こbから2,000d｡の

間で400句iに対し ±5dl)以内

4･入力変成器Tの入力例の共振インピ←ダンスほ

50Ⅰ{β±20%

利得の調整は供試管を外し400亡bで30%変調さ

れた指定の信号

.二､

圧(Esig)をインピーダンス ろ

第1図 無 線 周 波 雑 音 験 回 路

Fig.1.The Circuit of Radio Frequency Noise Test
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第2図

Fig.2.

(□)ミニアテユア管岡

雑 音 試 験 用 叩 き 棒

Mallet for Noise Test Use

別冊第 3 号

と容量Clを通して陽極回路に入れ､50Ⅰ□Wの出

力になるようにする｡

(ii)可聴周波雑音試験

東試験には第3図に示す回路を用いる｡これは前

無線周波雑音試験と原理的には同じであるが周波数その

他の点が異る｡

1･供試管制御ダリ■ッドは最小1001【βの抵抗を通し

て接地し側路しない｡

2･陽極回路には指定の負荷抵抗を挿入する

3･増幅器の 波数レスポンスは60㌔から 5,000凸ロ

の問で400凸ウに対して±5db以内

4･増幅器は指定の調整用信号入力電圧(Esig)の少

くとも10倍に耐える過負荷特性を有すること

5･増幅器の利得は供試管を外し､400凸ロの指定の信

号 庄を容量Clを通して陽極回路に入れ､出力が

50血Wになるように調整する

供試管を叩く方法および判定の方法は無線周波雑音試

鹸と同 である｡

(iii)低周波雑音試験及びマイクロホニック試験

この試験は主にミニアチュアー管に通関される｡測定

回路は第4図に示す通りであるが､前試験と大きく異る

点は供試管を音響籍に入れて試験することである｡音響

ら=窓量(伽′最少)

億=グリリト抵抗

埠=陽極負荷抵抗

第3図

Fig.3.

第4図

Fig.4.

可 聴 周 波 音 試 験 回 路

The Cireuit of Radio Frequency No二se Test

Cノ=容 量

侃=クリット抵抗
み三隅庖負荷抵抗
凧;負荷抵抗

(スピーカーのインビータンスと同一直のもの)

丁=出刀トランス

出力指示計

可聴･開披雑音及びマイクロホニック試験回路

The Cireuit of Aud三o Frequency and
Microphonic Test
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偶書式管

第5図

Fig.5.

有繰通信用真空管雑音試験回路

No:se Test Cireuit for Repeater Tubes

箱は正面30crnx41cm,奥行51cI¶で前面ほ開放され､

後面中央に6･5ケ以上のスピーカーを箱内面に向って取

付けてある〔)供試管ほ古響籍の開放端面中央に箱の京動

が伝わらないように精と独立して固定しておく｡

以上の状態で動作させ､前記試験と同様な方法で供試

管を叩き､異常な雑音(耳ざわりな)またほある程度以

上のハウリングが継続するは不良とする｡

この試験に使用する増幅器は次のようなも¢)でなけれ

ばならない｡

1･周波数のレスポンスほ60⊂ゎから5,000らフの間で

400㌔に対し±2db以内

人力抵抗は約100畑で出力は歪率10%以下で

5WのⅢ力が得られること

利得の調整は前述の可聴周波雑古試験と同様である

〔2)有線通信用真査管雑書試験法

これほ日本 信電話公社むこ於ける有線通信町真峯管に

対する雑音試験である｡前項雑苗 で墳種の

維葺を対象とLたもので､この種雑音

A.＼た )の

鹸法として菓空

管規格に定められているのはこの方法だげである｢ユ

第5図はそのブロックダイアグラムである｡試験法の

大要を述べると､供試管ほ制御グリソトを接地した状態

で装置の初段に入れる｡供試管の発生する雑音を通過津

城が31(C～301てCの濾波器を通して増幅しレベル計の指

示がOdb(600J2負荷に1工nWの電力が与えられる場

合をOdbとする〕を指示するように増幅器の利得を調

整する｡そして供試管の利得(予め測定してある〕を含め

た全利得の数値に負号をつけて雑音量を表わし､例えば

CZ-501-Dで-122dbCZ-504-Dでは-112db以下

というようになっている｡

〔ⅠⅤ〕日立製作所に放ける雑音試験実施状況

日立製作所に於ける一般製品の雑音試験は､前項で述

ベた試験規格を参考にし､それぞれの真峯管に 応した

方法を全数について行っている｡説明の都合上ST管及

ぴGT管､

けて述べる=-

ニアチュアー管､有線通信用真峯管とに分

第6囲
一般検査用雑音試験装置

Fig.6.Noise-Testing Apparatusfor Routine

Inspection

(l)ST管及びGT管

品種により高周波雑音試験或いは低周波雑音試験を行

Jlている｡6SA7,6SK7,6WC5,6D6及びその類似

管は前者､6SI■7,6SQ7,6C6,DH3A,42及びその

似管ほ後者の試験を行っている｡第`図はその実施状

況である｡いずれの試験法もCES試験法と原理的には

同様であるが､測定の

夫を施している｡

度と迅速を期するため二三の工

特に著しい梓違は両試験港共スピーカーの外にVU計

をも増幅器の出力に接続して置き､古畳指示 (VU計)

の指示により雑音量の大小を判定しており､スピーカー

の舌ほ単に 既的に使っている｡元来雑音の程度により

合否を判諾しなければならないような場合これを聴覚に

よることは非常に困 である｡それをVU計の指定で正

榊こまた迅速に判遠出来るようにしている｡次に雑音試

験法の精度に大きく影響する困灘な問題は､供試管を叩

く城さの標準である｡これに対しては標準打撃装置を採

川し叩く力の標準を定めている｡第7図ほ標準打撃装置

第7図 真 空 管 梗 準 打 撃 装 置
Fig･7･StandardImpactApparatusforReceivjng

Tubes
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欝8図 標 準 打 撃 装 置 原 理 図

Fig.8.Principle of the StandardImpact Apparatus
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第9図 UY-76改良前後の雑音レベルヒストグラム

Fig.9.The･No;se LevelHistogram of UYJ76

Before(....)andAfter(

Inent

)Ⅰ皿prO∇e-

の外観斑で第8図はその原理図である｡

なおこの試験では､叩かなくても出て来るハム雑音の

類と叩いて出る雑音とに分けて判定しており､叩かなく

ても出る雑音ほ当然のことながら低いレベルに押えてい

る｡

以上の如き試験を実施することにより相当信頼度のあ

る雑音の定量的測定が出来るようになり､その結果真峯

管の雑音特性の改善に寄与する点が少くない｡一例とし

てUY【76の測定結果第9図に元す｡これは改良の前後

それぞれ75箇の試料に就いてのヒストグラムであり､

横軸は増幅器の雑音レベルを VU で表わしたものであ

る｡なお改良前と後の差は､ 極支持と支持マイカの巌

合を改め､一部の支持の材質を変更そ?他で電極の動揺

を少くしたものである｡

(2)ミ ニアチュアー管

ミニアチュアー管に就いてほ､音響箱を用いた低周波

及びマイクロホニック試験を行っている｡第10図は装置

の外観である｡VU計を併用すること

GT管と同様である｡

は上記ST管､

第10図

Fig.10.

可聴周波雑音及びマイクロホニッ

ク試験装置外観図

Audio-Frequency and

Testing Apparatus

Microphonic-Noise

第11図

Fig.11.

第1表

Tal)lel.

有線通信用真空管 音試験装置

No三se-Testing Apparatus for 二Repeater

Tubes

有線通信用真空管 CZ-501-D の雑音測

定結果例

AnExample of Noise Test Data of

Repeater Tut:e CZ-501pD

(革)利得､ 音の単位はdb

(3〕有線通信用真空管

これは前節で述べた頒格通りの雑音試験を行ってお

り､第11図 は の外観である｡

第1衷はCZ一〈501-D最近の測定結 例である｡この

測定ほいろいろのロードエージングの時間に於ける雑音
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で､ロードエージングにより陰極活性度の安定による雑

音の減少がある程度表われている｡

(4)そ の 他

上記は一腰製品の社内試験であるが､需要者より特別

の要求がある場合その他必要に応じて前記試験の合格限

界を下げるとか､またほ他の特殊試験を行い､さらに低

雑音の真峯管を研究製作している｡

〔Ⅴ〕結 言

以上､我国に於て採用されている雑音試験法及び日立

製作所に於ける実施状況の大要を述べた｡

これ等一連の試験渡を実施されて以来､真峯管の雑音
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自動軍又は航空

特性は改善され真宗管の品質ほ非常に向上している｡家

庭用ラジオは勿論通常の増幅器等に使用される真峯管に

就いては､以上の試験に合格したものなら実用上雑音妨

害を起すことは先ずない｡

けれども特殊な用途､例えば1/JV程度の微弱 波を

受信する受信機の初段､またほマイクロホンよりの出力

を増幅する増幅器の初段に使用される真峯管等に対して

は未だ完全とはいえない場合があり､その試験法に関し

ても残された問題が多い｡さらに向上した真峯管を製作

するには､まずそれに適合した試験渡の確立が必要であ

ってす下各方面で研究が進められている｡

イ グ ニ シ ョ ン ノ

等に設置せられた通信装置に於て

は.内燃機関の点火回路に発生する衝撃 渡のため信号

電流中にイダニションノイズを発生し､信号の送受信を

著しく妨害する｡本発明装置はこのイダニションノイズ

を防止せしめたものである｡三極放電管は常時に於ては

そのグリッドに負偏侍電圧が興えられて動作しないが､

内 火動作の際抵抗に現れる衝撃電圧の一

を､三極放電管のグリッドに加えられるとき､負偏倍

位を打消して三極放電管が放電し､その放 々流は変圧

器を経て整流管に依り整流せられ､その結果抵抗上に生

ずる負の直流インパルス 圧を受信機の増幅管グリッド

回路に与え､その利得を減少乃至停止させるようになつ

ている抵抗及び 蓄 器よりなる時定数CRを､ 内

点火回路の点火適期より小さく選んで置けば三極放電管

の動作により放 した蓄電

び蓄博せられるから三極放 管の放

確実に同期する｡この三極故 管の放

は一過期中に再

期ほ点火週期に

々流は変圧器に

より一次側波形の微分波形､即ちインパルス波形の

が二次側に現れる三極放

庄

管の放電々涜は点火回路に於

ける衝撃電流の複雑な波形に拘らず､時定数CRによつ

て定まる一定波形を有するからその微分波形たるインパ

l l l !.1】 l
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H n
`
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山 下 茂 男

イ ズ防止装置

ルス電圧も叉･十冠波形を有し､従って抵抗に生ずる負性

インパルスも一定波形を有する｡.この負性インパルスに

依り制御せられる受信機の動作ほ点火衝撃電圧の波形に

拘らず完全に点火週日附こ同期して､イダニションノイズ

防止の目的を達し得るのである｡ (高木)
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